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栃木県眼科医会理事会だより(平成23年度第6回) 

 

日 時：平成24年3月26日（月） 午後7時 

場 所：宇都宮市医師会館 

出席：原(裕)会長、旭、吉沢(徹)副会長、大久保(彰）、大野、城山、苗加、上田、井岡、高橋(雄)、斉藤(哲)、堤、

石﨑、早津(宏)、蘇、松島(博)理事、宮下監事、柏瀬、妹尾顧問  計19名 

欠席：福島、牧野、安藤、小幡、大沼理事、鈴木(隆)監事、早津(尚)、稲葉(光)、田口、斉藤(武)、川島、佐藤顧問 

        計12名 

 

《会長挨拶》 

今日もご多忙の中お集まりいただきありがとうございます。今回の理事会は予定日が次年度保険改定の説明会

（宇都宮市）と重なってしまいましたので日程を変更して開催いたします。今日も追加議題を含めて沢山ありま

すので宜しくお願い致します。 

 

《総 務》 

報告：１．日眼医代議員総務経理合同常任委員会出席報告（1月22日(日)東京プリンスホテル）  

原会長 高野会長からのメッセージを紹介  

公益法人化にあたって、今までの代議員に代えて社員として選任。本県でも先日あわただしく

決めましたが次はきちんと選挙管理委員会を作って対処します。 

診療報酬改訂について最初眼科・皮膚科を大いに下げると言う提言があった。これを日眼医・

日眼が一体となって押さえた。 

ヴィジョンバン：第三次補正予算に入った本体価格五千万、平成24～27年の維持費三千万。 

宮城県を中心に配備。 

日眼医で今後問題になっていく話題  ＣＬ処方を含む諸問題 

     

２．次期日本眼科医会代議員、予備代議員選挙の件（告示１月27日(金)） 

立候補者が定員の4名だったため、選挙は行わず、代議員は、原(裕)・吉澤(徹)、予備代議員は、

旭・福島に決定した。 

 

３．日本眼科医会役員並びに裁定委員の選挙に関する公示の件 
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日眼により公示があった。栃木県からは立候補はなかった。 

 

４．平成23年度第２回関ブロ支部長会議、関ブロ連絡協議会の出席報告（3月4日(日)横浜市ホテルキ

ャメロットジャパン）  

      支部長会議 原会長より報告 

今年の関東甲信越眼科学会（5月26日(土)、27日(日)）に続けて神奈川眼科学会(5月27日(日))

があり６点取れる。 

柏瀬先生の関ブロ委員のご勇退の件。 

関ブロ連絡協議会 柏瀬先生より報告 

     

５．会員の異動  

転出 Ｂ 福井 正樹 （足利赤十字病院眼科） 東京都へ 

 Ｂ 堤  瑛理 （国際医療福祉大学眼科）東京都へ 

 Ｂ 佐々木 誠            神奈川県へ 

自宅住所変更    Ｂ 鈴木 重成 （獨協医大眼科）   

６．平成24年度よりＣ会員からＢ会員へ変更該当者 

        Ｂ 窪野 裕久  （足利赤十字病院眼科） 

 

協議：１． 平成23年度栃眼医会務報告案の件 

        配布資料を確認。 

 

２．平成24年度栃眼医事業計画案の件 

配布資料確認 

ほぼ例年通りです 

 

３．平成24年度栃眼医総会式次第について 

        配布資料確認 

        総会当日は、原会長・吉澤副会長は代議員会出席で不在のため、旭副会長から提示予定。 

 

４．栃木県眼科医会会則第12条の改訂の件 
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        日本眼科医会が公益社団法人に変わるため、第1条・第12条の改訂を総会で協議する。       

 

５．平成24年度第1回日眼医定例代議員会、定例総会出席の件(4月14日(土)、3月15日(日))ザ・キャ

ピタルホテル東急） 

原(裕)代議員 吉澤(徹)代議員が出席  

 

６．入会希望者について（転入、開業を含む） 

Ｂ 奥村 良彦（足利赤十字病院眼科）   東京都より 

 

      ７．関ブロより送付の「平成24年度第１回関東甲信越地区眼科医会連合会連絡協議会各種               

        委員会の議題及びアンケートのお願い」について 

         保険・勤務医担当理事が関ブロに回答する。 

 

《経 理》 

報告：１． 生涯教育分科会補助金申請について  

      3月22日(木)に10万円が振り込まれた。 

       

      ２．眼科臨床紀要第５巻第３号広告掲載費（第63回栃木県眼科集談会）の件  

        3月27日(火)に３万円を振り込んだ。 

 

協議：１．平成23年度栃眼医決算報告案作成の件 

        資料を総会で提示 

 

２．平成24年度栃眼医予算案作成の件 

   資料を総会で提示 

 

３．アイバンク募金の回収の件 

ＭＲさんにお願いしていたが、金銭の扱いは困るとのことで総会の時にアイバンクの役員  

が直接集金してくれることとなった。各医療施設で袋に入れて持参して頂く旨の手紙の確認。

総会案内に同封する。 
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      ４．旅費宿泊費について 

        １日の会議で前泊した場合宿泊費は出ない。 

 

      ５．眼科医連盟会費集金用の口座の件 

今後は会員が直接連盟に振込むことになったため、県眼科医会連盟会費集金用の口座は休眠口

座になる。そのため、解約して医事対策費に編入する。（残金は４６５０円） 

 

      ６．医事対策費 予算案 

         

      ７．会費の減額について 

医事対策費を調整 

 

《学 術》 

報告：１． 第46回栃眼医研究会の件（参天製薬と共催、1月20日(金)宇都宮グランドホテル） 

      参加 55名  

 

２．第19回栃木眼科セミナー(自治医大、興和創薬共催、当会後援、2月10日(金)ホテル東日本宇都

宮)の件 

参加 52名 

３．第21回下野栃木談話会の開催の件（獨協医大、ＭＳＤ共催、当会後援、3月16日(金)小山グラン

ドホテル） 

参加 54名 

 

４．県医師会より送付の「第52回総合医学会ポスター発表募集」の件 

      

協議：１． 第63回栃木県眼科集談会開催の件(4月15日(日)自治医大) 

プログラムは総会資料と同封で配布 

 

２．第47回栃眼医研究会の開催の件(千寿製薬と共催、6月24日(金)) 
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宇都宮グランドホテル 

 

３．「コンタクトレンズセミナー」開催の提案(ｸｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ社より)の件 

コメディカル対象にした勉強会、自社製品の宣伝（パンフレットの配布）はある。 

   

４．県医師会より依頼の「栃木県医学会々誌（Vo.\l.42 2011）投稿原稿」の件 

平成23年度活動内容と平成24年度事登録分科学会役員名簿は、事務局で作成、投稿する。 

       

《医療安全対策及び福祉》  

報告：１． 平成24年度眼科コメディカル講習会開催の件（1回目1月22日(日)、2回目2月19日(日)、第3回3

月18日(日)帝京大学） 

 

協議：１． 第76回栃眼医親睦ゴルフコンペについて 

5月13日(日)開催 ４組  太平洋クラブ佐野ヒルクレスト 

 

《保 険》 

報 告：１．平成24年度診療報酬改定について 

施設基準等の届出4月16日(月)までに提出。 

 

２．「平成22年度眼科診療実態調査の報告」日眼医より送付（2月29日(水)） 

         

３．県医師会より問い合わせのあった「白内障術前検査について」（3月7日(水)) 

 血算・生化学検査・肝炎ウイルス・細菌培養検査 ルーチンで認める。 

 疑い病名なしの細菌培養検査（結膜のう培養） ルーチンで認める。 

 術後抗生剤の投与期間について 長期投与が問題 

 術前の血液型検査については認められない。 

 

４．健保研究会の件（4月15日(日)) 

総会の後に行う。 
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５．日眼医より送付の「眼科点数早見表と眼科診療報酬点数表」について 

各会員に送付された 

 

協議：１． 平成24年度全国審査委員連絡協議会の出席者、議題提出について（5月27日（日）東京プリン

スホテル） 

旭審査員出席 

 

２．平成24年関ブロ健保研究会の出席者について（5月26日(土)横浜 ホテルキャメロットジャパン） 

千葉審査員出席 

 

３．平成24年度第１回栃木県社保国保審査員連絡協議会の日程について 

５月末に開催 

 

《広 報》 

報告：１． 関ブロ会報編集委員会出席報告（2月5日(日)横浜プリンスホテル） 

     

   ２．栃木県眼科医会会誌第44号会計報告の件 

総会資料に添付 

 

協議： １．栃眼医会報第45号  

巻頭言、新審査委員就任について 吉澤先生担当 

随筆    大久保先生担当 

 

２．新聞掲載広告について 

従来４回ほど出していたが、今後は目の愛護デーの頃、年1回とする。 

掲載内容については、改めて検討する 

 

《学校保健》 

報告： １．「学校医のための学校健康診断の手引き」送付について  

新しく学校医を担当される先生方への手引き 
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《公衆衛生》 

報告：１．「目の愛護デー」関連行事について（10月14日(日)） 

連休を避けて10月14日(日)に開催 

ララスクエアビル 

 

 ２．眼科一次救急診療予定日を新聞社に連絡 

5社（朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、産経新聞、下野新聞） 

事務局から連絡済み 

 

協議：１． 眼科一次救急診療当番新規選出の件 

退会者の担当日の件と次期ローテーションについて 

        退会者の枠には最終当番日担当の茨木先生に入って頂き、次期は11月4日(月)からとなる。 

        次期ローテーションは総会で決定。 

 

２．平成24年度ＪＲＰＳとちぎ 医療講演、相談会(9月16日(日))への講師派遣について 

栃木市で開催のため さくら眼科 大塚先生にお願いする。 

 

３．「目の愛護デー」関連行事について 

公開市民講座 講演 国際医療福祉大学 新井田先生 

相談員 ： 茨木先生、関本先生  

新聞広告：下野・読売 

 

《医療対策》 

協議：１． 「『医療機器・販売業等の管理者に対する継続研修』の作成資料につて」日眼医より送付 

(3月1日(火)) 

 昨年の講習会の資料を送付済み 

 

《勤務医》 

協議：１． 第17回栃木県眼科手術談話会について（5月18日(金)宇都宮市医師会館） 
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只今演題募集中 4月6日(金)〆切 

会費 3000円 Ｃ会員は1500円となる。 

 

２．平成24年度関ブロ勤務医委員会(5月26日(土)横浜市)への出席者と提出議題について 

        大沼先生が出席 

 

３．勤務医のための保険勉強会の件 

他県ではどのように行っているか調査する。 

 

《日眼医連盟》 

報告：１．「日眼医連盟委員会平成24年第2回連盟委員会摘録」日眼医連盟より送付（2月10日(月）) 

連盟会費の徴収方法が直接納付に変わった。加入率が下がっているので次の総会でも加入を勧

めて欲しい。 

 

    ２．「日眼医連盟委員会平成24年第3回連盟委員会摘録」日眼医連盟より送付(3月23日(金)) 

 

協議：１．「平成24年度 日本眼科医連盟  臨時協議委員会について」眼科医連盟より送付(2月20日(月)) 

       

《その他》 

次回理事会は5月16日(水)開催する。 

 

 

(吉澤 徹、福島一哉 記) 


